
 

 

 

 

  

 

 

 

 

１２月２０日（月）に、茨城放送アナウンサーで

ある菊地真衣さんを講師として、講演会「言語の

学び」を開催しました。菊地さんからは、アナウン

サーとしての経験をもとに、表現の工夫や相手の

話の引き出し方、社会に出てから役立つコミュニ

ケーションなどについてお話しいただきました。 

言葉は思いを伝えるツールであるため、「マイナ

スの言葉は、プラスの言葉に置き換えることが大

切」という菊地さんのお話が印象に残りました。

また、積極的にコミュニケーションをとり、生徒

の思いを引き出してくださいました。本校が目指

す「小瀬型学力」の育成に向けて、コミュニケーシ

ョン能力の向上は不可欠です。講演会を通して、

生徒は「言葉の力」を実感することができました。 

 

 

  

 

 

 

 1 月２４日（月）に、福祉コースの 3 年生は、福祉施設で行

った介護実習の報告会を実施しました。本来は、デュアルシステ

ム運営指導委員会で行う予定でしたが、新型コロナウイルス感

染防止のため動画配信となりました。福祉コースの 1、2年生や

職員が見守る中、実習を通して学んだことや自分が成長できた

ことなどについて、自分の言葉でしっかりと発表することがで

きました。 

 報告会に参加した1、2年生からの質問に対しても、これまで

の経験をもとに、的確なアドバイスをする姿が、とても頼もしく

見えました。4月からは、自分が選んだ新たな道に向かって歩み

出す 3 年生の皆さん。小瀬高で学んだことを生かして、これか

らも努力を続けてください。 
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 講演会「言語の学び」 「言葉の力」について、プロから学ぶ！ 
 

 福祉施設での実習報告【福祉コース】  

人間関係を円滑にするためには、コミュニケーシ

ョン能力が重要です。菊地さんとの対話を通して、

すっかり「菊地さんのファン」になってしまった生

徒がたくさんいました。 
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